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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・10/2（金）・10/16（金）作業療法士の学生実習あり、ＳＧＭ対応。

・10月に八戸学院短大看護学生実習あり、ＳＧＭ対応。日程は確認次第連絡。

＜青明舎登録者様情報＞
・森田　清助様　～定期訪問実施。訪問直後、携帯電話を上手く扱えなくて困っていると訴えが聞かれている。相手側から掛かってくる電話は受電できるが、自分から相手に掛けることが何回やってもできないという。分からなければ青明舎に来所しても良いこと伝えている。

・大久保　律子様～定期訪問実施。体調等変わったことは無いと話されている。

・大久保　恒夫様～定期訪問実施。表情は暗く、不機嫌な様子である。他病院に、弟様に意地悪している看護師がいるとのことで、同姓の財団スタッフと他病院の看護師の件で「関係ないわけないだろ！お前たちはしらばっくれている。そうゆう態度に出るなら俺がこの手で何とかしてやる」と興奮し、目を見開いて何度か両手で拳を突き上げている。本人に落ち着くよう話し、同姓であるだけで他病院の看護師とは何も関係ない事を説明すると、落ち着いた表情になり「関係ないのか…」と少し納得した様子となっている。後日連絡あり先日は興奮してすみませんでしたと話されている。
・高柳　和子様　～定期訪問実施。八戸市役所にてほほえみ共通バス券の更新手続きに行ってきたとのこと。体調を確認すると、「先週は雨だったから頭が痛くてリスパダール飲んでたけど、今週は先週よりは良いです」と穏やかに返答されている。自分でも気持ちに波があることを認識しているとのことで仕方がない部分であると思っていると話されている。

・前野　義勝様　～体調についてうかがうと、「右肩の調子が良くなっています」「湿布は

良く効きますね」と返答される。仕事中、動いている時には殆んど疼痛はなく、休憩時間などに体の動きを止めると、少し痛むと話されているが、それほど仕事には影響はないとのこと。生活面では特に困っていることはなく、食事・睡眠も特に問題ないと話されている。
・我満　奈津紀様～定期訪問実施。室内は、物が散乱している状態である。今週は、ヘルパー利用したとのことだが、自分の体力も関係してあまり片付いていないと話される。また金銭も支出が多いため、抑制しなければならないと自覚している。携帯料金が娘の分も含め月2万～3万円なため、近日中に携帯ショップへ行き、プランの見直しをしてくるとのこと。娘の学費等への支払い等もあるため、支出を減らせる所は減らしていきたいとのことで、煙草の本数も少しずつ減らしていきたいとのこと。娘からは、禁煙するよう指摘を受けている。

＜グループホーム入居者様情報＞
・番沢　政勝様　～担当医である川端Dr開業の為、病院を移ることについては、自分の中では青南病院から移ることに決めたとの事。「どうやって行ったらいいのか？」と相談あり、バスの時刻表を渡してスタッフと一緒に確認をしてから落ち着いている。
・淡路　智恵子様～立ったり座ったりする時に、膝痛があると話されている。この前、デイケアでプログラムが終わってから、足踏みをして、その後より膝に違和感があると話される。今後も様子観察していく。

・繁名　和恵様　～お姉様が65歳で亡くなったらどうしたらよいかと話される。青年後見人制度があることを話すが、思った答えがかえってこないことに、やや興奮ぎみに話される。訪問看護より、幻聴なのか、自分の感情なのか個別をして自分の整理を積み重ね、コントロールできることが大切ですと伝えている。今後も様子観察していく。
・古舘　ヨリ様　～本人から青陽館スタッフに、血糖値が高値である事の不安や相談がある。食事内容を確認すると、夕食は16時半頃摂っており、再度夜食にラーメンや甘い物を食べていることもあると話されている。デイケアでの運動プログラム、栄養指導をお願いしたいと思っている。デイケアでも食事内容の確認、時間を遅らせて食べる工夫や運動量についてアドバイスしている。
＜利用者様情報＞

・鈴木　惇浩様　～就労継続支援A型｢ルミック｣見学に際して､ハローワークの障害者就労登録の申請書作成を本人と実施。職員の説明への理解は良好で､丁寧に記載している。以前の職場について､｢店長がとてもきつい人だった｣｢夜勤がすごくつらかった｣等と振り返っており､自分にとってどのような職業･就労形態が望ましいか､考えつつ記載することが出来ている。同施設見学時には､職員が同伴することを伝えると､｢お願いしたいです｣と話している。また､精神障害者保健福祉手帳の取得についても話しており､｢親とも話し合って､これからの就労に便利なら申請したい｣｢いろいろ考えて､気持ちの整理もついた｣と､新規申請を希望。次回来所時､申請書の記載をしていく。

・小林　満　様　～定時を過ぎても来所しない為、本人の携帯電話へ連絡している。何度も呼び出し音は鳴るが、応答ない為自宅へ電話する。母様が電話に出られた為、本人の状況を確認する。「状態が悪くて、今日は休むと話していました。本人から連絡がないですか？連絡してあると思いました。入院も考えているので、しばらくデイケアはお休みします。」と話している。体調や飲酒状況確認の為、定期的に電話連絡していく。
・吉田　キクエ様～来所後テーブルに伏している様子がみられ、状況を確認。本日の朝食時に胸が苦しくなり、朝食摂取量半量であったと話されている。吐気、嘔吐はなかったとのこと。デイナイトケアでは、昼食主菜のみ不食、その他は全量摂取されている。昼食後は「治った」「前にもなったから大丈夫」と話されており、頻度は頻回ではないとのこと。プログラムにも問題なく参加されている。上記内容を青風荘へ情報提供している。
・岩城　敏夫様～　青風荘より情報提供がある。左足の浮腫は継続しており足首の上に赤く発疹あり「痛みは無い」と話されている。デイナイトケアでは、左足の浮腫は継続しており、痛みは無いと話されている。足を椅子に上げて高くするよう促すと応じられている。また、本人より「手足が痺れるんだよ」「ニュースでも流行っているってっやっていたんだよ」等と訴えている。いつから痺れがあるのかを確認すると、いつも痺れていると話されている。スタッフより、同じ場所を長時間圧迫しないように伝えている。今後も経過観察していく。上記内容を青風荘へ情報提供している。
＜外来情報＞

特になし。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（関　秀治様）

実施日：H27年9月21日（月）13：30～14：00

　　　　　　担当チーム：戸賀沢・三浦・藤田

	氏名
	関　秀治
	性別
	男
	年齢
	37
	生年月日
	S53年3月1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	薬物療法・精神療法を継続して行い、症状の安定・日常生活能力の維持向上を図っていく。

	本人希望
	現在の生活を維持したい

	入院歴
	計　1　回（最終：Ｈ14年11月5日～Ｈ16年2月16日）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H16年4月6日～現在（週2回/火、木曜日）
ナイトケア：H19年9月4日～現在（週2回/水、金曜日）

	その他サービス利用
	グループホーム「あおめ」入所

地域活動支援センター「青明舎」
パンションリビエラにて掃除の仕事をパートで行っている。(月・水・金　各2時間)

	住居：グループホーム　あおめ
	家族構成：両親、兄一人と姉二人

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	他、自立支援医療


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、ｸﾞﾙｰﾌﾟホームで安定した共同生活維持が出来る
	①疾病管理が行える。


	①体調の変化や疲労に気づき、対処する事が出来る。
	①不調がある際は､職員へ相談する。職員は､疲労や不調の感じ方とその影響の有無を把握し、無理をしない過ごし方や対処法を共に検討する。

	
	②家事動作能力を高める。
	②悩み事がある際は相談が出来る。
	②些細な事でも悩み事がある際には自ら職員へ相談する。職員は､一日に一度は声をかけ、悩み事はないか具体的に問い掛ける。

	
	
	③標準体重63㎏であるが、まず-5kg（75ｋｇ）を目標にして減量に取り組むことが出来る
	③食事内容を職員へ報告し､減量に必要な助言を受ける。職員は食事内容を確認し、バランスの良い食事を摂る為に不足している栄養素の摂取を促す。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不調がある際は､職員へ相談する。職員は､疲労や不調の感じ方とその影響の有無を把握し、無理をしない過ごし方や対処法を共に検討する。
	・声掛けに対し「大丈夫です」と話される。身体不調は特になく、以前聞かれていた手の痛みや、目の痛みは現在は特にないとのこと。
・疲労感については、「少しありますね」と話すが、生活や仕事上に大きな問題はないとのこと。
	・今後も計画継続していく。声掛けの方法については、調理実習の時に、スタッフが何をやれば良いのかを伝えるのではなく、他メンバーに何をすれば良いのか確認するように声がけをする。等、本人が答えやすく行動に移しやすいような声掛けを考えて行っていく。

	②些細な事でも悩み事がある際には自ら職員へ相談する。職員は､一日に一度は声をかけ、悩み事はないか具体的に問い掛ける。
	・声掛けするが「大丈夫です」と話し、訴えてくることはない。
・調理実習などでは、やることは分かっている様子だが、声を掛けられないと出来ない事が多い。

	・本人が困っていることを困っていると認識出来るか、危機管理が出来るのか確認していく。
・掃除しているところをみたことがないため、掃除しているか確認する。

	③食事内容を職員へ報告し､減量に必要な助言を受ける。職員は食事内容を確認し、バランスの良い食事を摂る為に不足している栄養素の摂取を促す。
	・チャーハンを作って持参する事があるが、卵とキャベツが入っている。カップ麺などの時は、声掛けに対し「次に野菜を食べます」と話される。
・自炊内容は「野菜取るように心掛けています。」と話される。
・本人も自覚しているが、体重が6月から80㎏台となり増量しつつあり、「間食が多くなったかも知れない。」と話している。
・料理、日常生活において、他入所者から褒められている。
・以前朝食前に食パン3枚食べることあったが、また空腹時食べているとの事。
	・間食が増えており、現在体重80㎏台となり徐々に増えつつある。食材は何を買っているのか聞いてみる。声掛けすることで、改善策を見出し、方法を変更していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、ｸﾞﾙｰﾌﾟホームで安定した共同生活維持が出来る。
	①疾病管理が行える。
	①体調の変化や疲労に気づき、対処する事が出来る。


	①不調がある際は､職員へ相談する。職員は､疲労や不調の感じ方とその影響の有無を把握し、無理をしない過ごし方や対処法を共に検討する。

	
	②家事動作能力を高める。
	②悩み事がある際は相談が出来る。


	②些細な事でも悩み事がある際には自ら職員へ相談する。職員は､一日に一度は声をかけ、悩み事はないか具体的に問い掛ける。

	
	③目標体重を75㎏にする。
	③とりあえず80㎏以下を目標にして減量に取り組むことが出来る。
	③食事内容を職員へ報告し､減量に必要な助言を受ける。職員は食事内容を確認し、バランスの良い食事を摂る為に不足している栄養素の摂取を促す。


